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【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  77/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/5399   (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/5313   (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   77/00     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/5399   　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/5313   　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/49     　　　　
   Ｃ０８Ｋ    7/14     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年5月7日(2015.5.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱可塑性成形材料であって、
ａ）成分Ａとしての、少なくとも１つの脂肪族ポリアミドまたはコポリアミド４５～８７
質量％、
ｂ）成分Ｂとしての、少なくとも３個のフェノキシホスファゼン単位を有する、少なくと
も１つの環状フェノキシホスファゼン２～１０質量％、
ｃ）成分Ｃとしての、少なくとも１つの（ジ）ホスフィネート塩８～１７質量％、
ｄ）成分Ｄとしてのメラミンポリホスフェート１～１５質量％、
ｅ）成分Ｅとしてのホウ酸亜鉛０．１～５質量％、
ｆ）成分Ｆとしての、少なくとも１つの耐衝撃性を改良するポリマー０～２０質量％、
ｇ）成分Ｇとしての、ガラス繊維０～５０質量％、
ｈ）成分Ｈとしてのさらなる添加剤０～３０質量％
からなり、
その際に成分Ａ～Ｈの全体量は、１００質量％である、前記熱可塑性成形材料。
【請求項２】
　成分Ａがポリアミド－６、ポリアミド－６６またはこれらのコポリアミドもしくは配合
物であることを特徴とする、請求項１記載の熱可塑性成形材料。
【請求項３】
　成分Ｂが３個のフェノキシホスファゼン単位を有する環状フェノキシホスファゼンと４
個のフェノキシホスファゼン単位を有する環状フェノキシホスファゼンとの混合物である
ことを特徴とする、請求項１または２記載の熱可塑性成形材料。
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【請求項４】
　成分Ｇとして、ガラス繊維５～５０質量％が存在することを特徴とする、請求項１から
３までのいずれか１項に記載の熱可塑性成形材料。
【請求項５】
　成分Ｆとして、エチレンとアクリレート、アクリル酸および／または無水マレイン酸と
のコポリマーが使用されることを特徴とする、請求項１から４までのいずれか１項に記載
の熱可塑性成形材料。
【請求項６】
　成分Ｃとして、少なくとも１つのアルミニウムジアルキルホスフィネートが使用される
ことを特徴とする、請求項１から５までのいずれか１項に記載の熱可塑性成形材料。
【請求項７】
　成分Ｂ～Ｅの全体量が１０～４０質量％であることを特徴とする、請求項１から６まで
のいずれか１項に記載の熱可塑性成形材料。
【請求項８】
　請求項１から７までのいずれか１項に記載の熱可塑性成形材料を製造する方法であって
、成分Ａ～Ｈを混合する、前記方法。
【請求項９】
　請求項１から７までのいずれか１項に記載の熱可塑性成形材料からの成形体、繊維また
はシート。
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